
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人が 

地域の「よりどころ」となることをめざして 

なごや 

○よ○り○ど○こ○ろ サポート通信 

特集 「就学支援対象者」８名決定！  
  

                               

そのような困難な状況の中でも夢に向かって努力をする若者を、本事業に参加する社会福祉

法人が連携して卒業まで支援していきます。「よりそい支援施設」が月額３万円の生活資金を手

渡しし、生活相談にのるなどサポートするとともに、「ボランティア受入施設」が社会経験（ボ

ランティア活動）の場を提供します。 

 

＜支援申込書に書かれた本人や施設職員の声（抜粋）＞ 
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H30.2 
よ り ど こ ろ 

 

私の将来の夢は医療ソーシャルワーカー 

になることです。大学のオープンキャンパ

スで、入院患者の社会復帰の援助や、入院生

活を豊かにするための手助けができる職業

があると分かり、その職業が医療ソーシャ

ルワーカーでした。 

積極的に学ぶ姿勢を持って大学生活を送

り、入院患者や家族に安心してもらえるよ

うな、最善の策を提案・提供できる医療ソー

シャルワーカーになりたいです。 

幼少期から施設入退所を繰り

返しており、家族の生活介助を

している状況です。進学を決め

てからというもの、大学の学費

と生活資金を貯めるために高

校１年生から始めたバイトは

一回も休むことがなかったで

す。目標に向かって全力で努力

し、やり遂げる力があると思い

ます。 

18歳・女子 
施設職員 

私の夢は児童養護施設の職員になること

です。大学では、子どもとの関わり方を

学び、役立てていきたいと思います。 

施設職員の方々には、感謝してもしきれ

ないほどの思いがあり、私が職員になる

ことでその恩返しをしていけたらと思い

ます。 

彼は施設で育ち、職員に援助しても

らう中で、自身も憧れを抱くように

なりました。ひとりで生活していく

ためお金の不安はつきません。夢の

実現に向けて大変なことも待ち受け

ていると思いますが、乗り越えて実

現してほしいと願っています。 

こどもたちの 

未来を応援 

児童養護施設等を退所して自立し、大学等に進学する学生

を支援する「就学支援事業」の平成３０年度からの対象者が

決定しました！ 

児童養護施設出身者の大学中退率は、全高卒者と比べ３倍

以上高くなっています。それには、親族等の援助が受けられ

ない中で学業とアルバイトを両立させ、生活費や学費を捻出

しなくてはならないことが一因としてあります。 

18歳・男子 施設職員 

http://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_1896.html


 

就学支援事業 対象者の声 
現在、就学支援を受けて学生生活を送っているサポート対象者の声をご紹介します。 

 

今の生活について 

現在、保育の専門学校に通っています。施設を出ての一人暮らしはとても不安でしたが少し

ずつ慣れてきています。若者よりそいサポート事業（就学支援）のお金は生活費に充てていま

す。実習や就職活動でバイトに入るのが困難な場合もあるのでとても助かっています。 

ボランティア活動について 

児童館でボランティアをしています。子どもたちと一緒に遊んだり、トラブルが起きないか

様子を見守ることをしています。児童館の職員の方も親切に接してくださり、楽しくボランテ

ィア活動をさせていただいています。 

今後について 

将来、私は児童養護施設の職員になることを目指しています。そのため、児童と関わるボラ

ンティアや職員の方との交流の場を大切にし、様々なことを学んでいきたいと思っています。 

   

 

「なごや・よりどころサポート事業」は、名古屋市内の社会福祉法人の連携による、地域における
公益的な取り組みとして、既存の制度やサービスでは解決できない地域の課題の解決をめざす事業で

す。参加法人の協力により、①より身近な地域でどこででも相談できる「居場所・サロンづくり事業」 

②養護施設等を出て自立をめざす子どもたちの未来を応援する「若者よりそいサポート事業」  

③就労に困難のある人の労働へのステップを応援する「就労支援事業」の三本柱で事業展開し、必要な

経費は法人からの拠出金をもとに支出します。 

なごや・よりどころサポート事業 事務局 

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会 地域福祉推進部 

〒462-8558 名古屋市北区清水四丁目１７の１ 名古屋市総合社会福祉会館５階 

TEL（052）911－3193 FAX（052）913-8553 

参加法人数（中間報告） 

６３法人 １６４事業所 

 Ｈ30.2.5現在 

 

事業の継続・充実のため、引き続き参加法人を募集

しています。ぜひご協力ください。 

お問い合わせは下記、事務局まで。 
 

クレジットカードでの寄付が 

できるようになりました！ 
名古屋市社会福祉協議会ホームページの寄付専用

ページからクレジットカードでの寄付ができるよ

うになりました。また、毎月２０００円のマンスリ

ー寄付（月々の引き落とし）も可能です。 

寄付ページはこちら↓ 

http://www.nagoya-

shakyo.jp/yoridokoro/kifu.html 

🌸この事業は、市民の皆様からの寄付・参加法人 

からの拠出金を財源として実施しています。 
専門学校 ２年 


